
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初要求額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２４年度  一般会計 予算見積 事業別概要書（当初）
2. 総務費 2. 広域行政推進事業

1. 総務管理費

9. 企画費 企画政策課

（佐倉市）　　

0

平成24年度 0

経常 単独 50,433 0 0
平成25年度 0

平成26年度 0

平成27年度 0

平成28年度 0

50,433 50,433

首長会等広域行政推進等の事務を行う。 第二次救急医療機関運営事業、経費老人ホーム等、印旛 一自治体で対応すると人員・経費等効率的に運営できな

印旛広域市町村圏事務組合の構成団体として、佐倉市分の負担金を支出 郡市負担金審議会事務等印旛郡市広域市町村圏事務組合や印旛郡市首長 い事業に対し、他の自治体と共同で事務を進めることでスケールメリッ

する。 会の事業を通し、行政区域を超えた広域行政サービスを市民及び市行政 トの側面から経費節減となる。

が受けられる。

団体の事業内容に対しては首長が出席する理事会 印旛郡市広域市町村圏事務組合の予算額に対し、

に決定権があるため、事業見直しを要望しても直接的な効果が表れにく 構成団体の均等割と人口割により毎年度の負担額が決定されるため、金

い。 額の増減がある。

19 50,433 50,433 0

差引一般財源 50,433 50,433 0


